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平
成
五
年
六
月
十
六
日
提
出 

質

問

第

一

六

号 

    
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
2
号
機
の
緊
急
炉
心
冷
却
装
置
作
動
事
故
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

提 

出 

者 
 

鈴 

木 
 

久 

 

一 

 



 

と
り
わ
け
、
事
故
記
録
類
は
、
こ
の
原
子
炉
の
履
歴
や
寿
命
を
判
断
す
る
た
め
、
ま
た
、
原
子
炉
の
安
全
運
転 

 
 

 

を
行
う
た
め
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
が
、
東
京
電
力
株
式
会
社
で
は
、
生
の
チ
ャ
ー
ト
類
を
含
め
、
一
九
八
一
年 

 
 

事
故
時
の
生
デ
ー
タ
は
保
存
し
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

2
号
機
は
一
九
九
二
年
九
月
二
十
九
日
、
全
給
水
喪
失
事
故
を
起
こ
し
、
緊
急
炉
心 

 

冷
却
装
置
が
作
動
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
事
故
報
道
の
際
、
同
じ
福
島
第
一
原
発

2
号
機
で
一
九
八
一
年
五
月
十 

 
 

二
日
に
同
様
の
全
給
水
喪
失
事
故
で
緊
急
炉
心
冷
却
装
置
が
作
動
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
が 

 

日
本
の
原
発
で
最
初
の
緊
急
炉
心
冷
却
装
置
作
動
事
故
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
ま
で
こ
の
事
故
の
詳
細
は
明
ら
か 

 
 

に
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
福
島
第
一
原
発

2
号
機
に
つ
い
て
は
健
全
性 

 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
2
号
機
の
緊
急
炉
心
冷
却
装
置
作
動
事
故
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

が
維
持
で
き
て
い
る
と
い
う
保
証
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。 

一 

原
子
力
発
電
所
の
「
事
故
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

(七) 

事
故
発
生
時
の
原
子
炉
圧
力
、
冷
却
材
温
度
、
原
子
炉
水
位
等
の
チ
ャ
ー
ト
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
出
力
記
録
は
、

事
故
記
録
に
含
ま
れ
る
か
。 

二 

一
九
八
一
年
五
月
十
二
日
の
福
島
第
一
原
発

2
号
機
全
給
水
喪
失
・
緊
急
炉
心
冷
却
装
置
作
動
事
故
に
つ
い 

 

(六) 

「
事
故
記
録
」
と
は
生
デ
ー
タ
を
指
す
の
か
、
分
析
結
果
を
指
す
の
か
、
そ
の
両
方
を
指
す
の
か
。 

(五) 

事
故
に
含
ま
れ
な
い
「
ト
ラ
ブ
ル
」
と
は
何
か
。 

(四) 

事
故
に
含
ま
れ
な
い
「
事
象
」
と
は
何
か
。 

(三) 

事
故
に
含
ま
れ
な
い
「
故
障
」
と
は
何
か
。 

(二) 

そ
の
う
ち
「
過
酷
事
故
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
。 

(一) 

「
原
子
力
発
電
所
の
事
故
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
。 

四 

 



 

(六) 

電
気
関
係
報
告
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
電
気
事
業
者
の
事
故
報
告
は
一
九
八
一
年
事
故
に
関
し
て
提 

 

出
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
前
記
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
2
号
機
の
原
子
炉
停
止
に
関
す
る
報
告
書
」 

 

(五) 

事
故
記
録
類
の
保
存
規
則
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
事
業
者
に
対
し
て
は
ど
の 

 

よ
う
な
罰
則
が
あ
る
の
か
。 

(四) 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
原
子
炉
解
体
時
ま
で
保
存
を
義
務
づ
け
て
い
る
事
故
記
録
類
を
事
業
者
が
保
存 

 

し
て
い
る
か
ど
う
か
、
監
査
等
を
行
っ
て
確
認
し
て
い
る
か
。 

(三) 

通
産
省
に
保
存
さ
れ
て
い
る
事
故
報
告
書
類
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

(二) 

通
産
省
の
文
書
保
存
規
則
上
、
こ
の
種
の
報
告
書
は
何
年
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

(一) 

こ
の
事
故
の
報
告
書
は
、
い
か
な
る
法
令
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
の
か
。 

て
東
京
電
力
株
式
会
社
が
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
に
提
出
し
た
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

2
号
機
の
原
子 

 

炉
停
止
に
関
す
る
報
告
書
」
に
関
連
し
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

五 

 



 

三 

一
九
八
一
年
五
月
十
二
日
福
島
第
一
原
発

2
号
機
全
給
水
喪
失
・
緊
急
炉
心
冷
却
装
置
作
動
事
故
経
過
及
び 

 

対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

(五) 

一
九
九
二
年
の
福
島
第
一
原
発
2
号
機
で
同
様
の
全
給
水
喪
失
事
故
が
起
き
、
同
じ
よ
う
に
緊
急
炉
心
冷 

 

却
装
置
が
作
動
し
た
が
、
こ
の
時
は
圧
力
逃
が
し
弁
は
二
十
一
回
に
わ
た
り
断
続
的
に
開
閉
動
作
が
行
わ 

 
 

れ
、
急
減
圧
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
一
九
八
一
年
と
一
九
九
二
年
で
こ
の
よ
う
に
操
作
な
い
し
経
過
が
違
う 

 
 

(四) 

異
常
で
あ
る
と
す
る
と
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
異
常
が
発
生
し
た
の
か
。 

(三) 

運
転
員
の
操
作
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
操
作
を
行
っ
た
根
拠
及
び
意
図
は
何
か
。 

(二) 

そ
の
後
一
五
～
二
〇
分
間
開
い
た
ま
ま
閉
じ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
運
転
員
の
操
作
に
よ
る
も
の
か
そ
れ 

 

と
も
弁
の
異
常
に
よ
る
も
の
か
。 

(一) 

圧
力
逃
が
し
弁
が
最
初
に
開
い
た
時
刻
は
何
時
何
分
何
秒
と
確
認
し
て
い
る
か
。 

と
同
じ
も
の
か
。 

六 

 



 

( ) 

一
九
八
一
年
事
故
で
は
圧
力
逃
が
し
弁
か
ら
放
出
さ
れ
た
冷
却
水
は
何
ト
ン
に
な
る
の
か
。
ま
た
一
九
九
二
年

の
際
に
は
何
ト
ン
放
出
さ
れ
た
の
か
。 

十
一 (十) 

事
故
直
前
に
原
子
炉
圧
力
容
器
に
入
っ
て
い
た
冷
却
水
量
は
何
ト
ン
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
定
格
出
力
運 

 

転
中
の
原
子
炉
容
器
に
入
っ
て
い
る
冷
却
水
量
は
何
ト
ン
に
な
る
の
か
。 

(九) 

給
水
ラ
イ
ン
を
復
旧
す
る
の
に
五
分
か
か
っ
て
い
る
が
、
一
九
九
二
年
の
際
に
は
一
分
も
か
か
ら
ず
に
回 

 

復
し
て
い
る
。
両
者
に
こ
の
よ
う
な
差
が
あ
る
の
は
何
故
か
。 

(八) 

こ
の
時
点
で
水
位
は
ま
だ
レ
ベ
ル
四
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
運
転
規
則
に
違
反
し
な
い
か
。
そ
の 

 

理
由
は
何
か
。 

(七) 

一
九
八
一
年
の
際
に
緊
急
炉
心
冷
却
装
置
を
運
転
員
が
手
動
で
解
除
し
た
理
由
は
何
か
。 

(六) 

ど
ち
ら
か
の
経
過
が
異
常
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
具
体
的
な
根
拠
は
何
か
。 

理
由
は
何
か
。 

七 

 



 

四 
福
島
第
一
原
発
2
号
機
の
給
水
ノ
ズ
ル
改
造
工
事
に
関
し
て
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

(五) 

計
算
後
の
限
界
応
力
係
数
は
〇
・
〇
七
〇
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
四
本
の
給
水
ノ
ズ
ル
全
て 

 

(四) 

削
っ
た
後
の
健
全
性
評
価
も
同
時
に
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
計
算
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る 

 
 

か
。 

(三) 

そ
の
計
画
書
で
は
四
本
の
給
水
ノ
ズ
ル
を
削
る
と
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
ミ
リ
に
わ
た
っ 

 

て
削
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
。 

(二) 

こ
の
給
水
ノ
ズ
ル
は
二
度
に
わ
た
っ
て
改
造
工
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
工
事
計
画
書
は
提
出
さ 

 

れ
て
い
る
か
。 

(一) 

福
島
第
一
原
発

2
号
機
の
給
水
ノ
ズ
ル
の
最
低
到
達
温
度
は
一
九
八
一
年
及
び
一
九
九
二
年
事
故
で
は
摂 

氏
何
度
と
解
析
さ
れ
て
い
る
か
。
な
お
、
一
九
九
二
年
事
故
で
は
給
水
ノ
ズ
ル
外
周
部
に
温
度
セ
ン
サ
ー
を 

 
 

取
り
付
け
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
実
測
デ
ー
タ
は
い
く
ら
に
な
っ
て
い
た
の
か
。 

八 

 



 

 

九 

か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
給
水
ノ
ズ
ル
に
つ
い
て
数
値
を
教
示
さ
れ
た
い
。 

(六) 

削
り
取
る
前
に
「
液
体
探
傷
試
験
」
「
放
射
線
透
過
試
験
」
「
磁
粉
探
傷
試
験
」
「
超
音
波
探
傷
試
験
」
な
ど
の
各

種
試
験
を
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
結
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
行
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
に
つ
い 

 
 

 

て
、
そ
の
結
果
を
教
示
さ
れ
た
い
。 

(七) 

計
画
ど
お
り
の
深
さ
ま
で
削
ら
れ
た
か
ど
う
か
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
確
認
し
て
い
る
の
か
。 

(八) 

削
っ
た
深
さ
を
確
認
し
て
い
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
た
か
。 

右
質
問
す
る
。 


